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山
に
対
す
る
畏
敬
の
念
が
残
る「
水
」の
島

屋
久
島

【屋久島】

水の文化 71号　特集　南西諸島 水紀行



屋久島空港

平内海中温泉

屋久島

安房川

栗
生
川

永田いなか浜
（ウミガメ産卵地）

屋久島環境
文化村センター

西
部
林
道

永田集落

白谷雲水峡
縄文杉 

ウイルソン株
小杉谷集落跡

トロッコ道
荒川登山口

尾立ダム

永田岳
（1886m）

屋久島町役場
宮之浦集落
宮之浦港

宮之浦岳
（1936m） 栗生岳

（1867m）

安房港

安房
集落ヤクスギランド

紀元杉
屋久杉自然館

  おおこ

大川の滝

栗生集落
せんぴろ

千尋の滝
じゃのくちのたき

蛇之口滝

面積504.88㎢ / 6133世帯 / 1万2913人
『SHIMADAS』（日本離島センター 2019）より

11 縄文杉へ向かう途中、小雨が降る森のなかで空を見上げると、霧がかかった幻想的な光景だった

１
９
９
３
年
（
平
成
５
）
、
白
神
山
地
と
と
も
に
日

本
で
初
め
て
「
世
界
自
然
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た

屋
久
島
。
樹
齢
２
０
０
０
年
と
も
７
２
０
０
年
と

も
さ
れ
る
大
木
「
縄
文
杉
」
で
知
ら
れ
る
。
屋
久

島
は
「
ひ
と
月
に
35
日
雨
が
降
る
」
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
雨
が
多
く
、
し
か
も
土
壌
が
や
せ
て
い
る
た

め
、
こ
の
島
の
杉
は
ゆ
っ
く
り
成
長
す
る
。
ま
た
、

そ
の
豊
富
な
水
を
活
か
し
て
60
年
以
上
前
か
ら
発

送
電
分
離
を
行
な
い
、
ほ
ぼ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ

け
で
電
力
を
賄
っ
て
き
た
。
水
に
恵
ま
れ
た
島
の

「
自
然
と
人
の
共
生
」
を
探
る
。

■屋久島の気候の垂直分布

0m

500m

1000m

1500m

2000m 冷温帯
北海道

屋久島

大阪

東京

九州地方

1936m

亜熱帯

出典：屋久島町役場 観光まちづくり課発行『屋久島&口永
良部島総合旅情報』（p.5）を参考に編集部作成

山に対する畏敬の念が残る「水」の島―屋久島
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海
岸
線
か
ら
そ
び
え
る

屋
久
島
の
山
々

羽
田
か
ら
鹿
児
島
ま
で
飛
行
機
で
約

２
時
間
。
そ
こ
か
ら
プ
ロ
ペ
ラ
機
に
乗

り
換
え
、
約
40
分
で
屋
久
島
空
港
に
到

着
す
る
。
空
か
ら
見
る
屋
久
島
は
、
山

が
海
岸
線
に
迫
っ
て
い
た
。

  

タ
ラ
ッ
プ
を
降
り
て
空
港
の
建
物
に

向
か
う
。
到
着
口
を
出
る
と
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
ウ
エ
ア
に
身
を
固
め
た
女
性
グ

ル
ー
プ
や
家
族
連
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

な
ど
の
姿
が
見
ら
れ
、
小
さ
な
空
港
の

ロ
ビ
ー
が
活
気
づ
い
て
い
る
。

空
港
の
外
に
は
、
つ
い
さ
っ
き
ま
で

上
空
か
ら
見
て
い
た
山
が
そ
び
え
立
っ

て
い
た
。
な
ん
だ
か
背
筋
の
伸
び
る
思

い
と
同
時
に
、「
屋
久
島
に
降
り
立
っ

た
」
と
い
う
期
待
が
さ
ら
に
膨
ら
ん
だ
。

こ
れ
か
ら
、
ど
ん
な
５
日
間
に
な
る
の

だ
ろ
う
―
。

時
代
に
翻
弄
さ
れ
た

森
と
の
共
生
の
道

周
囲
約
１
３
０
㎞
、
面
積
約
５
０
０

㎢
の
屋
久
島
に
は
、
九
州
一
高
い
宮み
や

之の

浦う
ら

岳
を
は
じ
め
と
す
る
１
８
０
０
ｍ
以

上
の
山
々
が
連
な
る
。
地
形
的
な
特
徴

と
黒
潮
の
影
響
で
、
雨
も
と
て
も
多
い
。

「
屋
久
杉
自
然
館
」
に
向
か
う
と
、
松
本

薫
館
長
が
に
こ
や
か
に
迎
え
て
く
れ
た
。

屋
久
島
の
森
に
は
、
屋
久
杉
（
注
１
）

の
利
用
を
目
的
と
し
た
紆
余
曲
折
の
歴

史
が
あ
る
。
屋
久
島
の
人
々
は
、
本
来

神
聖
な
屋
久
杉
を
伐
採
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
江
戸
時
代
、
薩
摩
藩
が
屋

久
杉
を
年
貢
に
指
定
し
た
。
伐
り
出
し

た
屋
久
杉
は
、
主
に
関
西
の
寺
社
仏
閣

な
ど
の
屋
根
材
に
使
わ
れ
た
。

「
こ
の
と
き
屋
久
杉
の
５
～
７
割
が
伐

採
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
杉
は
日
本
固
有

の
木
で
１
種
の
み
で
す
が
、
雨
の
多
い

屋
久
島
の
杉
は
樹
脂
分
が
多
く
、
腐
り

に
く
い
の
で
す
」
と
松
本
さ
ん
は
言
う
。

明
治
時
代
に
な
る
と
、
今
度
は
屋
久

島
の
森
が
国
有
化
さ
れ
、
１
９
２
０
年

（
大
正
９
）
に
正
式
に
国
有
林
に
な
っ
た
。

主
要
な
川
沿
い
に
木
材
搬
出
の
た
め
の

（注1）屋久杉
屋久島では樹齢1000年以上のものを屋久杉と呼び、それ
以下のものは小杉（こすぎ）と呼ぶ。縄文杉は現在確認さ
れている最大の屋久杉で、島のシンボル的存在。

1着陸直前の飛行機から見た
屋久島。山が険しい 270人乗
りのプロペラ機で屋久島到着 
3屋久島空港の到着口。こぢん
まりとした素朴な空港

2

3

1

水の文化 71号　特集　南西諸島 水紀行
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森
林
軌
道
が
敷
か
れ
、
特
に
高
度
経
済

成
長
期
に
は
大
量
伐
採
が
進
ん
だ
。

世
界
自
然
遺
産
に
指
定
さ
れ
、
手
つ

か
ず
の
原
生
林
が
広
が
る
イ
メ
ー
ジ
も

強
い
屋
久
島
だ
が
、
江
戸
時
代
か
ら
こ

ん
な
に
も
人
の
手
が
入
っ
て
い
た
こ
と

に
驚
く
か
も
し
れ
な
い
。
時
代
時
代
で

人
び
と
の
葛
藤
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
、

話
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
思
い
が
巡
る
。

一
方
、
昭
和
40
年
代
に
は
輸
入
材
が

増
え
、
国
有
林
事
業
は
縮
小
。
同
時
に
、

屋
久
島
の
森
を
再
生
し
、
守
ろ
う
と
す

る
動
き
が
広
が
る
。
そ
の
と
き
、
国
を

動
か
す
勢
い
で
保
護
運
動
の
中
心
に
立

っ
た
の
は
、
都
会
に
出
て
生
活
し
て
い

た
屋
久
島
出
身
者
た
ち
だ
っ
た
。
島
の

住
民
は
、
身
近
に
あ
る
自
然
の
価
値
に

ま
だ
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
。

１
９
９
３
年
（
平
成
５
）、
屋
久
島
は

日
本
で
最
初
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
。
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
は
保
護
運
動
、
そ
し
て
鹿
児
島
県

が
そ
の
前
年
に
打
ち
出
し
た
「
屋
久
島

環
境
文
化
村
構
想
」
も
大
き
い
。
こ
れ

は
、
自
然
と
人
が
共
生
す
る
屋
久
島
独

自
の
地
域
づ
く
り
の
施
策
で
、
そ
の
一

つ
に
島
を
３
区
分
し
、「
保
護
」
や
「
活

用
」
な
ど
の
エ
リ
ア
に
区
分
け
す
る
ゾ

ー
ニ
ン
グ
（
注
２
）
が
あ
る
。

「
伐
採
さ
れ
た
歴
史
が
あ
り
な
が
ら
世

界
自
然
遺
産
に
な
っ
た
例
は
珍
し
い
。

古
く
か
ら
人
び
と
の
営
み
と
と
も
に
あ

（注2）ゾーニング
自然環境を保護しながら、人と自然が共生する屋久島らしい自然空間の秩序をつくる
ために設けた枠組み。なお、環境省、鹿児島県、屋久島町などの自然環境行政では現
在「屋久島・口永良部島ユネスコエコパーク」のゾーニングをもとに進められている。
https://yakushima-kuchinoerabu-br.com/overview/

苔むした屋久島の森。こうした林床が降った
雨を蓄えるダムの役割も果たしている

　縄文杉に至るトロッコ軌道を40
分ほど歩くと、小・中学校の校庭が
残る集落跡に着く。この一帯が小杉
谷（こすぎだに）。1923年（大正12）
にふもとの安房からトロッコ軌道が
敷かれ、屋久杉搬出のための事業
所、さらにそれに携わる人 と々家族
が暮らす集落として栄えた。ピーク

時には約540人が暮らしたが、国有
林事業の縮小とともに1970年（昭
和45）に事業所が閉鎖。集落として
の役目も終えた。
　少し上に登ると、炭焼き窯の跡、
瓦や瓶、食器の残骸などが見られ、
かつてはここが生活の場だったこと
がリアルに感じられる。

小杉谷小・中学校の跡地（左）。暮らしの痕跡が残る（右）

4屋久杉を割ってつくった短冊形の薄板「平木（ひらぎ）」。かつて年貢として薩摩藩に
納めた。屋久杉は樹脂分が多く腐りにくいため、平木は高級屋根材として重用された 
5屋久杉自然館で館長を務める松本薫さん。小杉谷からさらに奥地にあった石塚集
落の出身。自然館の立ち上げに携わった

樹齢約3000年ともいわれる「紀
元杉（きげんすぎ）」。ツガ、ヒノキな
ど21種類の着床樹が確認されて
いる。車を降りてすぐ見られるので
観光客にも人気

林業基地の面影が残
る集落跡

45

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

■屋久島のゾーニング

屋久島環境文化村マスタープランより

Ⅰ 保護ゾーン
原生的な自然と、信仰や
畏敬の対象としての奥岳
地域が残る島の中心部

Ⅱ ふれあいゾーン
生態系を保全しながらも、
一定の範囲内で産業を含
む人間活動が行なわれる
エリア

Ⅲ 生活文化ゾーン
人と自然のかかわりが盛
んなエリア

山に対する畏敬の念が残る「水」の島―屋久島
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っ
た
点
で
、
屋
久
島
は
文
化
遺
産
に
も

近
い
と
感
じ
ま
す
」
と
松
本
さ
ん
。

屋
久
島
が
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
年
、「
屋
久
島
憲
章
」
が
制
定
さ
れ

た
。
条
文
１
に
は
、「
水
」
に
関
す
る
こ

と
（
注
３
）
が
書
か
れ
て
い
る
。
松
本
さ

ん
に
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
。

「
こ
れ
ほ
ど
水
が
豊
か
な
島
は
ほ
か
に

あ
り
ま
せ
ん
。
木
、
苔
、
川
、
焼
酎
ま

で
す
べ
て
の
ベ
ー
ス
は
水
。
花
崗
岩
の

肥
沃
で
は
な
い
土
地
に
屋
久
杉
の
よ
う

な
巨
木
が
あ
る
の
も
、
水
（
雨
）
の
お
か

げ
で
す
。
こ
こ
に
住
む
わ
れ
わ
れ
自
身

も
水
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い
と
い
う
意

思
表
明
の
意
味
で
も
、
条
文
の
最
初
に

掲
げ
た
の
で
し
ょ
う
」

屋
久
島
の
水
が
生
む

暮
ら
し
を
支
え
る
電
力

こ
の
豊
富
な
水
の
恩
恵
を
受
け
て
い

る
の
は
、
自
然
だ
け
で
は
な
い
。
屋
久

島
で
は
、
60
年
以
上
前
か
ら
島
内
の
電

気
の
99
％
を
水
力
発
電
で
賄
っ
て
い
る
。

電
力
を
供
給
す
る
の
は
、
日
本
で
唯
一

の
炭
化
ケ
イ
素
（
注
４
）
の
製
造
メ
ー
カ

ー
で
あ
る
屋
久
島
電
工
株
式
会
社
（
以
下
、

屋
久
島
電
工
）
だ
。
本
業
が
あ
り
な
が
ら

電
力
会
社
並
み
の
熱
意
で
島
民
の
暮
ら

し
を
支
え
て
い
る
。
島
を
４
地
域
に
分

け
、
地
元
の
協
同
組
合
な
ど
が
屋
久
島

電
工
か
ら
電
気
を
購
入
し
、
各
地
域
に

配
電
を
行
な
っ
て
い
る
。

屋
久
島
の
豊
富
な
水
資
源
に
着
目
し
、

当
初
は
製
造
の
た
め
に
水
力
発
電
所
を

つ
く
っ
た
。
し
か
し
、「
今
は
住
民
の
生

活
が
最
優
先
で
す
」
と
話
す
の
は
、
同

社
の
発
電
事
業
部 

事
業
部
長
の
長
野
政

章
さ
ん
だ
。「
工
場
の
ラ
イ
ン
は
、
島
に

供
給
す
る
電
力
を
確
保
し
た
う
え
で
動

か
し
て
い
ま
す
。
雨
の
少
な
い
時
期
は

工
場
の
運
転
を
控
え
ま
す
」

取
材
に
伺
っ
た
日
は
朝
か
ら
土
砂
降

り
で
移
動
も
億
劫
な
ほ
ど
だ
っ
た
。
し

か
し
、「
今
日
の
雨
は
い
い
雨
」
と
長
野

さ
ん
。
ダ
ム
に
溜
ま
る
よ
う
な
風
向
き

の
雨
が
し
ば
ら
く
降
っ
て
い
な
い
た
め
、

こ
の
雨
に
期
待
し
て
い
る
と
い
う
。
私

た
ち
に
は
憂
鬱
で
も
、
屋
久
島
の
人
び

と
に
は
「
い
い
雨
」。
自
然
と
の
向
き

合
い
方
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
。

同
社
は
現
在
、
安あ
ん
ぼ
う
が
わ

房
川
水
系
に
あ
る

３
つ
の
発
電
所
か
ら
５
万
８
５
０
０
kW

の
電
力
を
供
給
す
る
ほ
か
、
森
林
軌
道

の
補
修
や
整
備
な
ど
も
行
な
う
。
雷
が

激
し
い
と
き
は
深
夜
で
も
発
電
所
に
泊

ま
り
込
み
、
停
電
に
備
え
る
。

今
で
こ
そ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目

さ
れ
て
い
る
が
、
屋
久
島
の
取
り
組
み

は
早
い
。「
実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
く
て
、
驚
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
島
の
生
活
を
支
え
た
い
思
い
は
強

い
の
で
す
が
、
ア
ピ
ー
ル
下
手
で
す

ね
」
と
、
長
野
さ
ん
は
謙
虚
に
笑
っ
た
。

世
界
遺
産
の
森
が
抱
え
る

水
を
取
り
巻
く
環
境
課
題

取
材
の
２
日
目
に
、
縄
文
杉
ま
で
往

復
約
22
㎞
を
歩
い
た
。
約
10
時
間
か
か

る
が
、
５
０
０
ml
の
水
筒
を
１
つ
持
参

す
れ
ば
事
足
り
る
。
そ
れ
は
途
中
に
山

水
が
湧
き
出
る
ポ
イ
ン
ト
が
何
カ
所
も

あ
り
、
喉
を
潤
し
て
く
れ
る
か
ら
だ
。

改
め
て
水
の
豊
か
さ
を
実
感
し
た
。

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら

多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
る
屋
久
島
だ
が
、

環
境
へ
の
課
題
も
あ
る
。
な
か
で
も
深

刻
な
の
が
ト
イ
レ
だ
。
縄
文
杉
ま
で
の

6荒川登山口から縄文杉に向かうには、このトロッ
コ軌道を片道約8㎞歩く 7屋久島電工が管理運
営する安房川第一発電所 8地下に設置されている
安房川第二発電所

屋久島電工 発電事業部 事業部長
の長野政章さん。安房川は水量と落
差が水力発電に向いていると語る

（注4）炭化ケイ素
天然にはほとんど存在しない化合物。硬く耐熱性
や耐久性に優れるため、耐火剤や研磨剤として利
用されてきた。近年半導体の材料として注目される。

7

8

■安房川水系水力発電所（断面図）

■過去10年平均の
　供給電力量内訳

2点とも屋久島電工提供資料をもとに編集部作成

60％炉用

22％

0％

4％

14％

小杉谷

EL691m

動力

自社消費

民需(島民向け）
所内・ロス

L＝2565m

尾立ダム
EL663.5m

有効貯水量:201万㎥
有効水深:25m

H=334.5m
Q=8.40㎥/s

H=293.7m
Q=13.00㎥/s

安房川
第一発電所

EL
313m Q=2.60㎥/s

千尋滝取水口
EL383.6m

千尋滝発電所
千頭川取水口

EL338.5m
EL280.8mQ=2.0㎥/s

L＝3391m

51°12′

EL0m

安房川第二
発電所

総合制御室
EL=170m

21°51′

L=1341m

安房川
放水口
EL=2m

ＥＬ＝標高
Ｌ ＝水圧管延長
Ｈ ＝有効落差
Ｑ ＝流量

6

（注3）水に関すること
「屋久島憲章」の条文１には次のように書かれている。「わたく
したちは、島づくりの指標として、いつでもどこでもおいしい水
が飲め、人々が感動を得られるような、水環境の保全と創造に
つとめ、そのことによって屋久島の価値を問いつづけます。」。

水の文化 71号　特集　南西諸島 水紀行
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ル
ー
ト
に
い
く
つ

か
ト
イ
レ
を
設
置

し
て
い
る
も
の
の
、

維
持
管
理
や
汲
み

取
り
の
問
題
が
あ

り
、
数
も
十
分
で

は
な
い
。
以
前
は
、

汲
み
取
り
が
容
易

で
は
な
い
山
頂
付
近
の
山
小
屋
で
は
、

近
く
に
穴
を
掘
っ
て
屎し

尿に
ょ
うを
埋
め
る

「
現
地
埋
設
処
理
」
を
と
っ
て
い
た
が
、

環
境
へ
の
負
荷
が
大
き
く
廃
止
し
た
。

「
雨
が
降
る
と
地
中
に
流
れ
出
し
て
、

悪
臭
や
土
壌
汚
染
が
深
刻
に
な
り
ま
し

た
。
屋
久
島
の
大
事
な
水
源
を
自
分
た

ち
の
手
で
汚
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ

と
、
15
年
ほ
ど
前
か
ら
20
Ｌ
の
ポ
リ
タ

ン
ク
に
移
し
替
え
、
人
力
で
ふ
も
と
ま

で
担
ぎ
出
す
方
法
に
変
え
ま
し
た
」
と
、

屋
久
島
町 

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
係
長

の
岩
川
健
さ
ん
は
話
す
。

２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
に
は
、
縄
文

杉
へ
の
ル
ー
ト
沿
い
に
２
基
の
バ
イ
オ

ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
た
。
便
器
内
に
投

入
し
た
お
が
く
ず
を
ス
ク
リ
ュ
ー
で
撹

拌
さ
せ
、
微
生
物
が
屎
尿
を
分
解
す
る

と
い
う
も
の
で
、
臭
い
も
ほ
と
ん
ど
な

い
。
電
力
を
供
給
す
る
の
は
屋
久
島
電

工
。
た
だ
し
、
年
に
数
回
は
お
が
く
ず

を
交
換
し
、
ト
ロ
ッ
コ
で
運
び
出
す
必

要
が
あ
る
。
用
を
足
し
た
後
は
登
山
客

自
身
で
持
ち
帰
る
携
帯
ト
イ
レ
の
利
用

も
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
定
着
は
難
し

い
。

「
日
本
人
は
清
潔
な
ト
イ
レ
を
好
む
の

で
、
た
め
ら
う
の
で
し
ょ
う
。
登
山
客

が
減
る
と
観
光
に
も
影
響
す
る
の
で
、

行
政
が
き
ち
ん
と
整
備
す
べ
き
と
の
意

見
も
あ
り
ま
す
。
何
が
一
番
い
い
方
法

か
、
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

Ｉ
タ
ー
ン
者
が
選
択
す
る

自
然
と
寄
り
添
う
暮
ら
し

縄
文
杉
へ
の
行
き
帰
り
、
登
山
客
を

案
内
す
る
ガ
イ
ド
た
ち
を
多
く
目
に
し

た
。
そ
の
大
半
は
、
県
外
か
ら
の
Ｉ
タ

ー
ン
者
だ
。
町
が
力
を
入
れ
る
こ
と
の

一
つ
に
移
住
者
の
定
住
促
進
が
あ
り
、

移
住
者
の
割
合
は
年
々
増
え
て
い
る

（
２
０
２
０
年
度
は
２
３
６
人
）。
岩
川
さ
ん
は
、

Ｉ
タ
ー
ン
者
は
新
た
な
風
を
入
れ
て
く

れ
る
存
在
だ
と
言
う
。

「
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
々
は
、
集
落
の
集
ま

り
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ

ま
す
。
も
っ
と
彼
ら
彼
女
ら
の
視
点
を

9幽玄な雰囲気漂う縄文
杉。かつては近づけたが、
樹皮を剥いで持ち帰った
者がいたため今は展望デッ
キから見るしかない。それで
も、もはや木というより別の
何かのような迫力がある。
樹高25.3m、胸高直径
5.22m �縄文杉へ向かう
登山者たち。トロッコ軌道を
約8km歩いた後、約2.5km
は本格的な山登り �登山
道の脇にある沢。歩いてい
てのどが渇いても飲み水に
困ることはない

�縄文杉に向かうトロッコ軌道沿い
に設置されているバイオトイレ �バ
イオトイレの内部。便器内のおがく
ずに潜む微生物が屎尿を分解する 
�ところどころに設置されている携帯
トイレブース（テントタイプ）。利用者
が自身の屎尿を里まで持ち帰れば屋
久島の水を守ることになる �島内で
販売している携帯トイレ（1回分500
円、2回分700円）。登山中に使わな
くても災害備蓄用トイレとして利用で
きるので積極的に利用したい。7年
間保管可能 ��山頂付近の山小
屋では屎尿を20Ｌのポリタンクに移し
替え、人力で運び出している ��提
供：屋久島町観光まちづくり課

　縄文杉までの登山道では、苔が絨毯の
ように足元に広がる神秘的な光景に出合
える。土

どまいぼく

埋木（切り株）の表面もびっしり
と苔に覆われている。苔の多くは密生して
フサフサと見えるが、じっくり観察してみ
ると種類もさまざまなことに気づく。その
数は屋久島の森だけで600種とも700種
とも。私たちが歩いた日は雨天だったが、
水分をたっぷり含んだ苔に水滴が滴る様
子もまた趣深かった。

屋久島の森は苔の宝庫

9

1011

12

14

15

1617

13

屋久島町 観光まちづくり課係長の岩川健さん。
屋久島の出身。どこでもおいしい水が飲め、水
力発電で電力の99％以上を賄っているこの島に

「時代が追いついてきましたね」と話す

山に対する畏敬の念が残る「水」の島―屋久島
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取
り
入
れ
て
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
せ
れ
ば
、
屋
久
島
は

よ
り
よ
く
な
っ
て
い
く

は
ず
。
私
た
ち
も
柔
軟

に
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」

町
で
は
、
島
暮
ら
し
を
試
せ
る
「
暮
ら

し
体
験
住
宅
」
を
設
け
る
ほ
か
、
２
０
２

１
年
か
ら
は
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
も
開

始
。
仕
事
は
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
は
じ
め

と
す
る
観
光
業
や
飲
食
店
の
経
営
な
ど
、

三
次
産
業
に
携
わ
る
移
住
者
が
多
い
。

屋
久
島
公
認
ガ
イ
ド
（
注
５
）
を
務
め

る
飛ひ

髙た
か

章あ
き
ひ
と仁

さ
ん
は
、
17
年
前
に
大
分

県
か
ら
移
住
し
て
き
た
。

「
ガ
イ
ド
を
始
め
て
17
年
経
ち
ま
す
が
、

屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
務
め
る
以
上
雨
は

避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て

は
お
客
様
の
命
に
も
か
か
わ
る
の
で
、

天
候
を
見
な
が
ら
の
判
断
に
は
毎
回
い

ち
ば
ん
気
を
遣
い
ま
す
。
で
も
、
参
加

者
と
感
動
を
共
有
で
き
る
瞬
間
は
う
れ

し
い
で
す
ね
」
と
飛
髙
さ
ん
は
言
う
。

15
年
前
に
神
奈
川
県
か
ら
移
住
し
て

き
た
の
は
、
安
房
で
漁
師
を
し
な
が
ら

ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
「
Ｎ
Ｉに
ー
なＮ
Ａ
」
を
経

営
す
る
八や
と
う
げ峠
信
幸
さ
ん
だ
。「
以
前
か

ら
マ
グ
ロ
漁
船
へ
の
憧
れ
が
あ
っ
た
」

と
話
す
。

「
漁
は
自
分
に
は
縁
の
な
い
世
界
だ
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
屋
久
島
に
は
一

次
産
業
が
身
近
に
あ
り
ま
す
し
、
船
酔

い
に
も
強
い
の
で
漁
師
を
や
っ
て
み
よ
う

と
思
っ
た
の
で
す
。
親
方
に
つ
い
て
仕
事

を
覚
え
て
か
ら
は
、
朝
海
に
出
て
、
帰

っ
て
き
て
魚
を
さ
ば
い
て
、
夜
に
店
で
出

す
生
活
で
し
た
。
夏
は
潜
っ
て
夜
光
貝

な
ど
を
獲
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

ま
た
、
八
峠
さ
ん
は
こ
う
も
話
す
。

「
屋
久
島
は
自
然
豊
か
な
観
光
地
で
す

が
、
海
岸
に
行
く
と
ゴ
ミ
も
た
く
さ
ん

落
ち
て
い
て
、
こ
れ
が
リ
ア
ル
な
部
分

で
も
あ
る
と
住
ん
で
み
て
感
じ
ま
す
。

都
会
に
い
た
と
き
は
道
端
に
ゴ
ミ
が
落

ち
て
い
て
も
拾
わ
な
か
っ
た
の
に
、
今

は
自
然
に
拾
え
る
。
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

も
し
て
い
ま
す
。
日
々
、
島
に
生
か
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
、
汚
れ
て
い

る
の
は
嫌
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
」

島
の
文
化
を
象
徴
す
る

「
岳
参
り
」が
復
活

屋
久
島
に
は
、
５
０
０
年
以
上
前
か

ら
「
岳た
け

参
り
」
と
い
う
山
岳
信
仰
の
行

事
が
あ
る
。
屋
久
島
の
人
び
と
は
自
分

の
集
落
に
近
い

手
前
の
山
を

「
前ま
え
だ
け岳

」、
奥
の

高
い
山
々
を

「
奥お
く
だ
け岳

」
と
呼

び
、
神
山
と
し

て
き
た
。
岳
参

り
は
集
落
ご
と

に
行
な
わ
れ
、
各
集
落
の
代
表
者
が
年

２
回
、
神
山
の
山
頂
の
祠
に
参
拝
す
る
。

そ
も
そ
も
屋
久
島
は
川
を
境
に
集
落
が

分
か
れ
て
お
り
、
集
落
ご
と
に
多
様
な

文
化
が
生
ま
れ
て
き
た
。

岳
参
り
で
は
、
海
や
里
の
恵
み
で
あ
る

海
砂
、
米
、
塩
、
焼
酎
な
ど
を
山
の
神
へ

届
け
て
集
落
の
繁
栄
を
願
い
、
山
か
ら

は
「
神
の
花
」
と
さ
れ
る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

を
持
ち
帰
り
、
山
の
恵
み
に
感
謝
す
る
。

屋
久
島
環
境
文
化
財
団 

事
務
局
長

の
髙こ
う

良ら

尚
男
さ
ん
は
、「
岳
参

り
こ
そ
が
屋
久
島
の
文
化
の
中

心
」
と
話
す
。

「
岳
参
り
の
風
習
か
ら
、
屋
久

島
の
人
は
海
と
山
と
深
く
つ
な
が
っ
て

暮
ら
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

私
は
２
年
前
に
こ
ち
ら
へ
赴
任
し
ま
し

た
が
、『
岳
参
り
の
追
体
験
が
屋
久
島
を

知
る
こ
と
だ
』
と
思
い
、
島
内
の
祠
を
す

べ
て
お
参
り
し
ま
し
た
」
と
髙
良
さ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
岳
参
り
は
戦
後
を
境
に

い
っ
た
ん
途
絶
え
て
い
る
。
険
し
い
山

を
登
っ
て
下
り
ら
れ
る
若
者
が
島
を
出

（注5）屋久島公認ガイド
ガイド業は特に人気があり、より質の高いガ
イドを養成するため、町が認定する「公認ガ
イド」の制度がある。一定条件を満たす必
要があり、現在75名が認定されている。

　島の北西に位置する永田集落には、今
も住宅地を水路が走り、水がとうとうと流
れる。「生活に密着した水路で、昭和30年
代前半まで使っていました。野菜などは早
朝、洗濯は朝９時以降、おむつは下流でと
決まっていたんです。うちは豆腐屋なので
早朝から天秤棒を担いで何往復もしまし
た」と住民の方。また、永田集落は九州で
２番目に高い永田岳を奥岳としており、岳
参りの経験もあるそうだ。「兄と２人、おに
ぎりと毛布を持って１泊２日で登っていま
したよ」と懐かしそうに振り返ってくれた。

古き良き里の風景

1819

20

21

�島の南西部にある栗生（くりお）集落を流れる栗生川。この集落はかつて島で一番トビウオ漁
が盛んだったという �屋久島南西部にある「大川（おおこ）の滝」。落差は88m。日本の滝百選
にも選ばれている ��西部林道で出合った野生のヤクシカとヤクシマザル。いずれもニホンジ
カ、ニホンザルの亜種。ヤクシマザルはニホンザルより小型で毛も長い

水の文化 71号　特集　南西諸島 水紀行
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る
こ
と
が
増
え
た
た
め
だ
。

２
０
０
５
年
（
平
成
17
）、
島
最
大
の

集
落
で
あ
る
宮
之
浦
で
岳
参
り
を
復
活

さ
せ
た
の
が
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
「
ナ

カ
ガ
ワ
ス
ポ
ー
ツ
」
の
代
表
で
あ
る
中

川
正
二
郎
さ
ん
だ
。
中
川
さ
ん
は
岳
参

り
復
活
の
経
緯
を
振
り
返
る
。

「
世
界
遺
産
に
な
っ
て
か
ら
山
の
荒
廃

や
軽
装
の
登
山
者
の
遭
難
事
故
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
屋
久
島
の
森

は
想
像
以
上
に
深
く
、
奥
岳
で
迷
っ
た

ら
ま
ず
出
て
こ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

状
況
を
見
て
『
今
の
屋
久
島
に
足
り
な

い
も
の
は
岳
参
り
だ
』
と
感
じ
た
の
で

す
。
屋
久
島
の
人
は
昔
か
ら
山
に
畏
敬

の
念
を
抱
い
て
き
ま
し
た
。
屋
久
島
の

登
山
道
は
本
来
、
岳
参
り
の
た
め
に
通

さ
れ
た
道
で
す
。
登
山
者
は
そ
こ
を
使

わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
に
、
山
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
い
ま
す
。

〈
山
を
ナ
メ
と
る
！
〉
と
思
い
ま
し
た
」

そ
こ
か
ら
中
川
さ
ん
は
、
集
落
内
外

の
経
験
者
に
話
を
聞
き
、
有
志
と
と
も

に
復
活
に
取
り
組
ん
だ
。
実
は
ほ
か
に

も
細
々
と
岳
参
り
を
復
活
さ
せ
て
い
た

集
落
が
あ
っ
た
こ
と
も
知
る
。
み
ん
な

気
持
ち
は
同
じ
だ
っ
た
の
だ
。

宮
之
浦
で
は
か
つ
て
の
や
り
方
を
ほ

ぼ
再
現
し
、
５
月
と
10
月
に
日
帰
り
で

宮
之
浦
岳
に
登
る
。
町
が
広
報
す
る
た

め
、
島
の
文
化
を
理
解
し
た
い
と
、
Ｉ

タ
ー
ン
者
も
多
く
参
加
す
る
。

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
持
ち
帰
り
が
林
野
庁

に
規
制
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

「
島
の
文
化
で
あ
り
、
必
要
以
上
は
い

た
だ
か
な
い
」
と
い
う
中
川
さ
ん
た
ち

の
働
き
か
け
で
、
特
別
に
許
可
が
下
り

た
。
中
川
さ
ん
は
言
う
。

「
岳
参
り
は
屋
久
島
の
精
神
性
の
根
幹

で
す
。
再
び
廃
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

つ
な
ぐ
努
力
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
時
代
に
合
わ
せ
て
方
法
は
変
わ
っ

て
も
、
根
底
に
あ
る
も
の
が
変
わ
ら
な

け
れ
ば
大
丈
夫
。
屋
久
島
の
人
は
い
つ

の
時
代
も
山
に
生
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

山
へ
の
感
謝
と
謙
虚
な
姿
勢
を
わ
れ
わ

れ
が
忘
れ
な
い
限
り
は
、
屋
久
島

の
森
は
守
ら
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
」

中
川
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
今

の
私
た
ち
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く
あ

る
と
感
じ
た
。
屋
久
島
に
行
こ
う
と
考

え
て
い
る
人
た
ち
は
、
縄
文
杉
だ
け
で

は
な
い
、
自
然
と
と
も
に
育
ま
れ
て
き

た
屋
久
島
の
生
活
や
文
化
に
も
、
ぜ
ひ

目
を
向
け
て
み
て
ほ
し
い
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
取
材
先
で
、

あ
る
い
は
飲
食
店
で
、
出
会
う
人
が

口
々
に
「
屋
久
島
は
水
の
島
で
す
」
と

誇
り
を
も
っ
て
口
に
し
て
い
た
こ
と
だ
。

森
が
抱
え
る
課
題
は
、
島
外
か
ら
訪
れ

る
私
た
ち
と
無
関
係
で
は
な
い
。
一
人

ひ
と
り
の
意
識
が
、
屋
久
島
の
豊
か
な

水
を
守
り
つ
づ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

（
２
０
２
２
年
４
月
18
～
22
日
取
材
）

�「屋久島の緑にいつも元気をもらっています」と話す公認ガイドの飛髙章仁さん。地元（大分）と屋久島では自然のスケールが違うそうだ �「この
島にいると、いい意味で欲がなくなりますよ」と言うダイニングバー経営者で漁師の八峠信幸さん。毎朝サップをするのが日課 �屋久島環境文化財
団 事務局長の髙良尚男さん。「岳参りこそ屋久島の文化の中心」と力説する �スポーツ用品店「ナカガワスポーツ」代表の中川正二郎さん。宮
之浦集落で岳参りを復活させた。「山への感謝と謙虚な姿勢を忘れてはならない」と話す 

�宮之浦集落の人たちが岳参りを行なう際に祈念する「牛床詣所（うしどこもいしょ）」 �宮之浦岳へ岳参りする人びと。海砂、米、焼酎
などを山の神に捧げて祈願し、山からシャクナゲを持ち帰り皆で分け合う �山頂にある祠の内部 ��提供：屋久島町観光まちづくり課 22
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【屋久島】

山に対する畏敬の念が残る「水」の島―屋久島


